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MIS M2からの温暖化過程におけるRoss海から産出した珪藻化石群集の変

化

Changes in composition of fossil diatoms from Ross Sea under gradual

warming climate from MIS M2
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　過去の温暖化過程において極域の環境にどのような変化が起きていたのかという古環境学的情報は，温暖化

の将来予測を飛躍させる上で欠かせない．特に復元される南極の高緯度域の海洋環境は，marine based ice

sheetの融解量の推測に影響するため，西南極氷床の変動史を解明する上で重要となる．南極海には珪質な殻

を持つ珪藻の化石が多く保存されており，珪藻化石群集の解析から，過去の海氷被覆域や鉛直混合の強さなど

の海洋環境を推定することができる． 

 

　国際深海科学掘削計画（IODP）Exp. 374では2018年1月から3月にかけてRoss海東部の大陸棚と大陸棚斜

面などから海底堆積物コアの掘削を行った．大陸斜面から得られたコアの一つであるHole U1524A（74°

13.05’S and 173°37.98’W, 2394 m water depth）は，Antarctic Bottom Waterが海底に流れる通り道に

位置し，高解像度の鮮新世の海洋環境を記録した堆積物を有している．本発表では，氷期（MIS M2）から温

暖化していく一連の環境の変化に焦点を当て，約3.3–3.0 Maの堆積物に含まれる珪藻殻量および珪藻化石群集

組成，特に海氷指標種や鉛直混合の指標となりうるChaetoceros属の休眠胞子化石，鮮新世に絶滅・種分化し

た種などの産出量変動から推定される古環境について報告する．
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